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＜ゲストプロフィール＞

　

安藤 嶺（あんどう れい）

活動拠点：関東

所属：中央大学ラクロス部→仙台Rude ore→Vahul→Darwin(現在)
関わり方：選手、協会員。高校の体育でアルティメットに興味を持つ

も、大学ではラクロス部に入部。社会人からアルティメットを始める

折尾 拓馬（おりお たくま）

活動拠点：関東

所属：大阪体育大学アルティメット部(BOUHSEARS)
2012年世界ジュニア(U-19)アルティメット選手権大会出場

現在、東京都フライングディスク協会所属

関わり方：協会理事としてフライングディスク普及に携わる

担当メンバー：小峯萌花



JAPAN FLYING DISC ASSOCIATION　　　　2016.7フライングディスクタイムズ編集部 / FLYING DISC TIMES 3

第18回　2021/02/16

＜フライングディスクをこうしていきたい＞

　・学生連盟の復活

・学校への特別授業による普及活動

＜困っていること / 課題＞

　・東京都協会に期待していることを知りたい

　・JFDAと各都道府県協会の役割と分担

　

担当メンバー：小峯萌花
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＜考えている解決策＞

　・オンラインで完結する「学生連盟」の設立

　：実働のイベントの開催が難しい情勢なので、オンラインで完結させる

　→将来構想会議と同様に、テーマを設定して議論を交わす

　

　・「色んな人」が参加しやすいイベントの開催

　→競技志向が高い人だけで無く、地元の人や初心者、久しぶりにディスクを

投げる人などの受け皿となるようなイベント

→JFDA主催大会だと上記のような人は参加のハードルが高い

　・小回りのきく競技会ではない大会の企画

　→その地域の幅広い世代への普及活動

→「大会」という形にとらわれず「講習会」「体験会」の開催など

担当メンバー：小峯萌花
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＜論点の整理＞

　・情勢に合わせた活動方法

協会内の会議にとどまらず、イベントもオンラインで開催し様々なニーズに

応えられるようにする

　・「競技強度」やその地域の「世代」に合わせたイベントの開催

　扱う地域が限定されているので、参加者のニーズに合わせたイベントを開催

　しやすい。子どもや親子部門など全国規模の大会では拾えない世代や、初心

　者を対象とするイベントなど。そのチームの「強さ」を競う大会だけで無く「楽しむこ

と」に重きをおくこともできる。

　

担当メンバー：小峯萌花
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参加者写真 担当メンバー：小峯萌花
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会議内で使用した資料

以下のページは将来構想会議内で使用した資料です。

テーマ：東京都フライングディスク協会 基本事業

作成：一般社団法人東京都フライングディスク協会



東京都フライングディスク協会
基本事業

⼀般社団法⼈東京都フライングディスク協会
2020年12⽉26⽇(⼟)



1.普及

2.記録承認

3.社会貢献活動

基本事業



2021

2024
• 会員数：1,500名
• 指導者派遣実績：東京都 25市区町村

2026
• 会員数：2,500名
• 指導者派遣実績：東京都 40市区町村

2031
• 会員数：5,000名
• 指導者派遣実績：東京都全地区への派遣

ビジョンとKPI

• 会員数：1,000名/TKFDA会員の設置
• 指導者派遣実績：東京都 15市区町村(現在6地区)



アクションプラン

普及事業
■協会説明資料の作成

■学校関係交渉、講師リソースの確保

■SNS、ホームページの改良、運⽤⽅法設定

記録承認事業
■東京都FD協会 記録承認システムの設定

■個⼈記録会実施要項の設定

社会貢献事業
■SDGʼs × Flyingdiscのキーワードでの取り組み

■練習場所の確保、付随する練習環境の向上、整備サポート

TKFDA内の新チーム
設⽴への取り組み

■⾼校⽣・⼤学⽣の実働組織の⽴ち上げ

■他協会との関係構築

■ユースアルティメット委員会の⽴ち上げ
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【本資料ご利⽤にあたってのご注意事項】
・本資料に記載の内容は全て2020年12⽉現在の情報をもとに作成したものです。
・本資料に記載の内容は予告なく変更することがあります。
・本資料で使⽤される商標、ロゴ、商号に関する権利は、当協会またはそれぞれの権利の所有者に帰属します。
・本資料の内容に関する⼀切の権利につきましては当社に帰属し、本資料の全部または⼀部を当社の⽂書による事前の
承諾なしに転載または複製することを固くお断りいたします。
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